
 

 

（様式１・小学校用①）                                 

 令和４年度 学 校 評 価 報 告    

                              草加市立八幡小学校 

                                        （令和５年１月２４日作成） 

１ 学校教育目標 
勉強する子  良い子  強い子 

２ 重点目標・努力目標 ３ 前年度の成果と課題 
・やる気で勉強する子の育成 

・はっきりあいさつする子の育成 

・たくさん運動する子の育成 

成果 
○「草加っ子の学びを支える授業の５か条」について、授

業の中に取り入れ、児童の主体的で対話的な活動を重視

した授業を展開したことで、児童の表現力が向上し、意

欲的に学習する児童が増えてきている。 

○国語を中心とした校内研修や読書活動を推進したこと

の成果が表れ、児童の読む力が定着してきている。 

○コロナ禍でさまざまな制限がある中であったが、感染症 

 対策を取った上で、実施方法を工夫しながら行事や教育 

 活動を進めることができた。特に、学校運営協議会を活 

 用し、ＰＴＡや地域の各町会、市役所とも連携を図りな 

 がら、防災教育の視点で新たな形のやはた祭を開催する 

 ことができたことは有意義であった。 

課題 
●ＩＣＴ機器の活用について研究を進めるとともに、情報

モラル教育についても指導を進めていく。 

●研修を進めていく中で様々な場面で授業を見合える機

会を増やし、教員一人一人の授業力の向上を図る。 

●スポーツタイム等の取り組みを工夫し、児童が意欲的に

体力づくりに励むことができる環境を整えていく。 

 

４ 評価表 ※評価基準〔Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である〕 
領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ 

 
学 
校 
運 
営 
に 
関 
す 
る 
も 
の 

①組織運営 ・学校経営目標、方針 
・校務分掌組織 
・適所への適材配置 
・職員会議等の運営 
・予算の執行・決算、監査等 

Ｂ ○コロナ禍においても、運営を工夫しながら、で

きる限り教育活動を進めることができた。 

●校務分掌の見直しと業務内容の再編により、引 

 き続き負担軽減を図っていく。 

②研究・研修 ・研究組織、計画、実施 
・校内研修の推進 
・授業改善への取組 
・校外研修会への参加 
・人材育成 

Ｂ ○新たに算数の研修に取り組み、授業提案を行い

ながら、スタンダードの作成につなげることが

できた。 

●研修を通して得た成果を形にし、日頃の教育実 

 践の場に生かせるようにしていく。 

③保健管理・安全管理 ・保健計画、安全計画 
・環境衛生の管理 
・健康観察、安全点検 
・緊急事態発生時の対応 
・危機管理マニュアルの作成・活用 

Ａ ○定期の安全点検及び日頃の巡視等で気づいた点

を素早く修繕し、事故を防ぐことができた。 

●職員一人一人の危機管理意識を高め、より一層  

 の安全管理に努めていく。 

④情報管理・施設設備管理 ・個人情報の管理、保護 
・施設設備の管理と有効利用 

Ａ ○個人情報の取り扱いを全職員で確認し、情報管

理を徹底できた。 

●教室や準備室の配置等を工夫し、効果的な活用   

 を進めていく。 

⑤地域との連携 

  開かれた学校 

・学校情報の発信 
・学校公開の実施 
・学校運営協議会の推進 
・地域、校種間連携 
・PTA活動の活性化 

Ａ ○学校運営協議会を中心に、ＰＴＡや地域の各町

会、市と連携を図り、防災教育視点のやはた祭

をバージョンアップし開催することができた。 

●より効果的な公開の仕方を検討し進めていく。 

⑥幼保小中を 

 一貫した教育 

・目指す子ども像の共有 
・１５年間を通じたカリキュラムの編成 
・一貫教育推進のための組織づくり 

Ｂ ○特別支援学級のオンラインでの交流や保育園の

避難訓練、教員合同研修等の活動を行いながら、

幼保小中一貫教育を推進することができた。 

●できることを進めていくことで連携を深め、一 

 貫教育のさらなる充実につなげていく。 

（様式１・小学校用②）                                 



 

 

                                                          草加市立八幡小学校 

 領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  

 

Ⅱ 

 
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の 
 

①教育目標・教育計画 ・１５年間を通じたカリキュラムの編成、実施 
・教育計画の作成 
・教育活動の評価 
・目標、方針の周知 
・授業時数の配当、確保 

Ａ ○学校教育目標と合言葉が児童や家庭に十分に周

知されるようになり、共通の認識の下、教育活

動に当たることができた。 

●児童の実態に沿って、日課表等の見直しを図る。 

②教科指導 ・指導計画の立案 
・主体的・対話的で深い学びの 
   視点に立った授業改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

Ｂ ○「草加っ子の学びを支える授業の５か条」を取

り入れた授業改善に努めた。 

○ＩＣＴ機器の効果的な活用を進め、児童の学習

意欲の喚起、学習内容の理解に役立てた。 

●今後も授業改善を継続して行うことで、学力向 

 上を図っていく。 
③道徳教育 ・全体計画の作成 

・各教科との関連 
・道徳的実践力の育成 
・家庭、地域社会との連携 
・いのちの教育の推進 

Ａ ○指導者を招聘し授業研究を行い、「考え議論す

る道徳」の授業づくりについて研修を進めた。 

○毎学期の親子道徳が定着してきており、家庭でも 

 話し合う機会を作ることができた。 

●教材研究を充実させることで、児童の道徳的価  

 値観の向上を図る。 

④外国語・外国語活動 ・指導計画の立案 
・指導方法の工夫と改善 
・評価、評定の工夫 
・各教科、道徳教育との関連 
・中学校との連携 

Ｂ ○外国語活動担当教員がＡＬＴと綿密な打ち合わ

せのもとで授業を行い、コミュニケーションを

図る素地の育成ができている。 

●評価について、さらに研修を進めていく。 

⑤特別活動 ・指導計画の立案 
・学級活動、学級経営 
・学校行事 
・児童会活動 

Ｂ ○活動が制限される中でも、内容等を工夫するこ

とで、主体的な活動が見られた。 

●様々な制限の中でも、児童の意欲を大切にしな  

 がら行事や児童会活動等の充実を図っていく。 

⑥「総合的な学習の 

  時間」の指導 

・指導計画の立案 
・指導内容の充実 
・指導方法の工夫と改善 
・評価の工夫 
・地域の人材・物的資源の活用 

Ｂ ○問題解決や体験活動を取り入れ、ＩＣＴ機器を

活用しながら主体的な授業を展開した。 

●児童が主体的に学習に取り組めるような課題設 

 定のもと学習を計画していく。 

⑦生徒指導 ・組織的な生徒指導 
・問題行動への対処 
・教育相談、児童理解 
・いじめ防止対策 
・保護者、地域、諸機関との連携 

Ｂ ○毎月の生徒指導委員会やハートカード、生活ア

ンケートの実施により、早期発見・早期対応が

できている。 

●あいさつの取り組みを継続して行い、共通理解 

 の下、指導を進めていく。 

いく。 ⑧キャリア教育 ・計画の立案 
・指導内容の充実 
・中学校との連携 
・啓発的経験の充実 
・家庭、地域との連携強化 

Ｂ ○社会、学級活動、総合的な学習の時間、学級で

の係活動等を通して、職業的自立に必要な基盤

となる能力や態度の育成を図った。 

●キャリアパスポートの効果的な運用について研 

 修を進めていく。 

⑨特別支援教育 ・個別の指導計画、支援計画 
・指導方法の工夫と改善 
・通常学級との交流 
・諸機関との連携 
・校内支援体制の整備 

Ａ ○コーディネーターを中心に、校内委員会の役割

を分担し、諸機関との連携をとりながら特別支

援教育への理解が深まり、児童への日々の指導

に生かされた。 

●通常学級と特別支援学級との交流活動を充実さ   

 せ、相互理解をさらに深めていく。 

⑩学校図書館教育 ・指導計画、支援計画の作成 
・図書館補助員の活用 
・諸機関との連携 
・図書館の整備 
・図書館利用の工夫 

Ａ ○年間５０冊を目標とし、読み聞かせや本の紹介、 

 スタンプラリー、ビブリオバトル等の取組によ 

 り、読書活動の充実が図れた。 

●本に親しむ機会を増やし、学年学級の読書量の 

 底上げを図る。 

⑪情報教育 ・教育計画の作成 
・校内研修の充実 
・ＩＣＴ機器の積極的な活用 
・情報モラル教育の推進 

Ａ ○タブレット端末と大型テレビの活用が定着し

し、児童の関心や意欲を高めるとともに授業に

生かすことができている。 

●情報モラル教育を進めていく。 



 

 

⑫人権教育 ・全体計画の策定 
・各教科との関連 
・人権感覚の育成 
・校内研修の充実 

Ａ ○人権作文や標語への取組をはじめ、インターネ

ットやスマホによる人権侵害等の身近な問題を

取り上げ，人権問題と自分との関わりについて

考えられるよう取り組んだ。 

●各教科を通して、様々な人権問題にも正しく理解 

 し行動できる児童を育成していく。 

 

（様式１・小学校用③）                                 

                                                           草加市立八幡小学校 

 領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  

 

Ⅲ 

 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 
 

①学力向上への取組 ・組織的な学力向上 
・校内研修の充実 

Ａ ○全国学力・学習状況調査では、国語・算数・理

科の平均正答率が全国・県の平均を上回った。 

○県の学力調査では、国語の「話すこと・聞くこ

と・書くこと」「読むこと」で県の平均正答率を

上回り、これまでの校内研修の成果が見られた。 

●算数の底上げを目指し、研修を進めていく。 

②体力の向上 ・授業の工夫改善 

・年間指導計画の改 

 善 
・授業外活動の推進 

Ｂ ○グリーンコースマラソンや縄跳びに取り組み、

体力向上を図った。新体力テストでは、準備運

動に取り入れる等重点的に取り組んできたボー

ル投げと握力に向上が見られた。 

●今年度は上体起こしに課題が見られた。課題を

踏まえて、さらなる体力向上を目指していく。 

③規律ある態度の向

 上 

・学校生活での取組 
・家庭との連携 

Ｂ ○県の調査では、「時刻を守る」「掃除・美化活動」

等で引き続き高い達成率が見られたことに加

え、「ていねいな言葉遣い」の項目で、高い達成

率が見られた。 

●学校アンケートでは９０％近くの児童があいさ 

 つや返事ができていると答えたのに対し、保護者 

 の回答は７５％にとどまっており、認識の差が見 

 られた。継続して指導していく必要がある。 

 

５ 総合評価（学校関係者評価を含む） 
・校内研修では、指導者を招聘した研究授業を５回、校内ブロックでの研究授業を３回開催し、

指導力向上に努めた。「草加っ子の学びを支える授業の５か条」を取り入れながら、本校の振

り返りを大切にした授業スタイルを作り上げていくことで、児童の表現力の向上、意欲につな

がってきている。 

・これまでの研修で積み上げてきたものや読書活動を推進したことの成果が表れ、児童に読む力

が身についてきている。 

・コロナ禍で制限がある中でも、感染症対策を取った上で実施方法を工夫しながら行事や教育活 

 動を進めることができた。学校運営協議会やＰＴＡ、地域と連携し、５０周年を祝う会をはじ 

 めとする周年行事の取り組みや、防災教育の視点で新たな形で始めたやはた祭をバージョン 

 アップしながら開催することができた。 

６ 次年度の改善策 
・タブレットをはじめとするＩＣＴ機器についてより効果的な活用を進めるとともに、情報モラ

ル教育についても引き続き指導を行っていく。 

・研修を進めていく中で、授業スタイルを確立し、教員一人一人の授業力の向上を図る。 

・スポーツタイムや縄跳びチャレンジをはじめとする体力向上の取り組みを工夫し、児童が意欲

的に体力づくりに励むことができる環境を整えていく。 

 


